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県
下
最
大
級
の
住
宅
系
見
本
市
に
出
展
！

建
設
・
不
動
産
業
部
会

　

建
設
・
不
動
産
業
部
会（
本
間
達
郎
部
会

長
）は
、３
月
４
日
、５
日
に
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
日
報
住
ま
い
の
リ

フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア
２
０
１
７
春
」（
主
催
：
新

潟
日
報
社 

ほ
か
）に
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
部
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
部
会
員
８
事
業

所
が
共
同
出
展
し
、チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、模

型
な
ど
を
設
置
し
て
、
来
場
者
に
自
社
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

出
展
事
業
者
か
ら
は
、「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
で
業

界
情
報
を
得
ら
れ
た
」、「
次
回
も
ぜ
ひ
出
展

し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
会
場
入
口
付
近
で
お
子
様

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」を
開
催
し
、フ
ェ

ア
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
部
会
と
し
て
も
初

め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
多
く
の
親
子
連
れ

で
賑
わ
い
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

秘
書
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
商
業
部
会
講
演
会
～

　

商
業
部
会
（
和
田
晋
弥
部
会
長
）
は
、

３
月
８
日
に
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

田
巻
華
月
氏
を
講
師
に
招
き
、「『
秘
書
力
』

を
活
か
し
た
仕
事
術
！
」
と
題
し
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

田
巻
氏
は
、
自
身
の
経
験
談
を
踏
ま
え
、

日
常
業
務
に
お
い
て
上
司
を
補
佐
す
る
た

め
の〝
秘
書
力
”の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説

し
、「
秘
書
力
の
向
上
は
、
人
柄
や
感
じ
の

良
さ
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
職
場
内
の
雰

囲
気
や
仕
事
そ
の
も
の
に
も
波
及
す
る
の

で
、
企
業
の
成
長
に
も
直
結
す
る
。
こ
の

よ
う
な
良
い
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
企
業
経
営
を
考
え
る

～
金
融
業
部
会 

経
済
講
演
会
～

　

金
融
業
部
会
（
並
木
富
士
雄
部
会
長
）
は

３
月
９
日
に
部
会
を
開
催
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
長
谷
川
幸
洋
氏
を
招
き
、「
激
動
す

る
世
界
～
日
本
の
針
路
を
考
え
る
」
と
題
し

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

１
２
１
名
。

　

長
谷
川
氏
は
会
社
を
ど
う
経
営
す
る
か
と

政
権
を
ど
う
運
営
す
る
か
と
い
う
話
は
一
緒

と
し
た
上
で
「
会
社
経
営
に
も
政
権
運
営
と

同
じ
よ
う
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
、
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
そ
の
課
題
を

自
分
の
会
社
で
本
当
に
で
き
る
か
、
こ
れ
を

判
断
す
る
の
が
経
営
者
の
仕
事
。
こ
の
判
断

は
経
営
者
に
し
か
で
き
な
い
。『
や
る
べ
き

こ
と
』
と
『
や
れ
る
こ
と
』
の
違
い
を
見
極

め
る
こ
と
が
最
も
肝
心
な
こ
と
で
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
熱
き
挑
戦
を
語
る

～
教
育
福
祉
医
療
部
会
講
演
会
～

　

教
育
福
祉
医
療
部
会
（
渡
邉
毅
部
会
長
）

は
、
３
月
15
日
、
参
加
者
98
名
の
も
と
、
元

体
操
競
技
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
、
日
本
体
操
協
会
副
会
長
の
塚
原
光
男
氏

を
講
師
に
迎
え
、「『
果
て
し
な
き
挑
戦
』
～

支
え
あ
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
～
」と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

塚
原
氏
は
、
選
手
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

３
大
会
（
メ
キ
シ
コ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
）
に
出
場
。
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン

大
会
で
は
選
手
団
の
総
監
督
と
し
て
選
手
を

指
揮
し
た
経
験
か
ら
「
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な

る
た
め
に
は
相
互
の
信
頼
関
係
を
深
め
一
致

団
結
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
と
り
方
に
つ

い
て
の
苦
労
や
重
要
性
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
で
獲
得
し

た
金
メ
ダ
ル
が
披
露
さ
れ
、
聴
講
者
は
メ
ダ

ル
を
手
渡
し
合
っ
て
、感
触
を
確
め
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
活
用
方
法
を
学
ぶ

～
工
業
部
会
モ
ノ
づ
く
り
支
援
セ
ミ
ナ
ー
～

　

工
業
部
会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
３

月
14
日
、
57
名
の
参
加
に
よ
り
、
匠
習
作

技
術
士
事
務
所
代
表
の
匠
た
く
み 

習し
ゅ
う
さ
く作
氏
を
講
師

親子連れで賑わう当所イベントコーナー

自身の金メダルを手に実体験を語る塚原氏

外交問題や企業経営を論評する長谷川氏
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会議所の き動

に
迎
え
、「
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）が
製
造
業
に

与
え
る
衝
撃
」
と
題
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

匠
氏
は
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
仕
事
を
奪
う

の
か
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
を
超
え
る
の
か
、
工

場
内
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
方
法
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
た
、
明
る

い
未
来
が
来
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
人
間
が
そ
の
環
境
に
順
応
し
、
活
用

方
法
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

「
古
町
大
学
」
講
座
修
了
！

　

古
町
地
区
の
魅
力
的
な
店
の
経
営
者
や

古
町
に
縁
の
深
い
方
々
を
講
師
に
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
街
へ
の
想
い
な
ど
を

語
っ
て
も
ら
い
、
古
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
講
し
て
い
る

「
古
町
大
学
」（
当
所
主
催
）の
平
成
28
年

度
講
座（
会
員
向
け
４
回
シ
リ
ー
ズ
）が
、

３
月
28
日
に
修
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
古
町
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
店
舗
・

施
設
計
８
カ
所
を
訪
問
し
、
店
主
か
ら
お

店
の
魅
力
や
、
古
町
に
対
す
る
想
い
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

修
了
式
は
鍋
茶
屋
で
行
い
、
参
加
者
は
、

「
普
段
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
店
の

伝
統
や
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

努
力
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、

古
町
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

平
成
30
年
度
税
制
改
正
及
び

中
小
企
業
政
策
の
要
望
に
向
け
た
研
究

～
企
業
経
営
委
員
会
～

　

企
業
経
営
委
員
会
（
佐
藤
紳
文
委
員
長
）

は
、
３
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
出
席
者
は
14
名
。

　

当
日
は
、
日
本
商
工
会
議
所
の
荒
井
恒

一
理
事
か
ら
「
平
成
29
年
度
税
制
改
正
の

概
要
」
お
よ
び
「
規
制
緩
和
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

荒
井
理
事
は
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

を
後
押
し
す
る
税
制
措
置
の
大
幅
拡
充
な
ど

今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し

た
ほ
か
、
行
政
手
続
簡
素
化
に
向
け
た
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
改
正

内
容
を
踏
ま
え
て
議
論
を
深
め
、
平
成
30

年
度
の
要
望
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
予
定

で
す
。

通
常
議
員
総
会
の
上
程
議
案
を
審
議

～
総
務
委
員
会
～

　

３
月
14
日
に
、
各
部
会
・
委
員
会
の
部

会
長
、
委
員
長
で
構
成
す
る
総
務
委
員
会

（
富
山
修
一
委
員
長
）を
、
16
名
の
出
席
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
は
通
常
議
員
総
会
に
上
程
す

る
「
新
潟
商
工
会
議
所
第
３
次
中
期
（
３

か
年
）
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
つ
い
て
」、「
平

成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算

（
案
）に
つ
い
て
」
で
、
い
ず
れ
も
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
12
年
連
続
で
新

規
会
員
の
加
入
件
数
２
０
０
件
を
達
成
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

農
業
と
交
流（
観
光
）に
つ
い
て
意
見
交
換

～
政
策
委
員
会
～

　

政
策
委
員
会（
曽
山
稔
委
員
長
）は
、
３

月
17
日
に
平
成
28
年
度
５
回
目
の
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
12
名
。

　

当
日
は
、
現
在
委
員
会
で
取
り
組
む

「
農
業
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
」
に

関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、「
新
潟
市

12
次
産
業
化
関
連
事
業
」
の
う
ち
、
交

流
分
野
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
効
果
的
で
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
情
報
発
信
が
必
要
」、「
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
広
域
で
連
携
し
た
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
」、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
発
想
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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ＡＩ活用の重要性を考える受講者


